
2022 年 6 月 1 日 

エーエル プラス株式会社 

 

運輸安全マネジメントにかかわる情報の公開 

 

運輸安全マネジメントにかかわる情報の公開について、貨物自動車運送事業法第 24 条 3 項および貨物自動

車運送事業輸送安全規則第 2 条 8 項に基づき行います。 

 

№  項目 詳細 

1 輸送の安全に関する基本的

な 方針 

１．企業理念に基づき、人命を第一として全従業員が輸送の安全性の 

向上に努める。 

２．経営者は、輸送の安全の確保が事業経営の根幹であることを深く

認識し、社内において輸送の安全の確保に主導的な役割を果たす。

また、全従業員に対し輸送の安全の確保が最も重要であるという

意識を徹底させる。 

３．安全マネジメントを確実に実施し、安全最優先で業務を遂行する。 

４．輸送の安全に関する情報を公表する。 

2 輸送の安全に関する重点

施策 

１．輸送の安全の確保が最も重要であるという意識を徹底し、関係法

令および安全管理規程に定められた事項を遵守する。 

２．輸送の安全に関する費用支出および投資を積極的かつ効率的に行

うよう努める。 

３．輸送の安全に関する内部監査を行い、必要な是正措置または予防

措置を講じる。 

４．輸送の安全に関する情報の連絡体制を確立し、社内において必要

な情報を伝達、共有する。  

５．輸送の安全に関する教育および研修に関する具体的な計画を策定

し、これを適格に実施する。  

６．協力会社を利用する場合にあっては、当該事業者の輸送の安全の

確保を阻害するような行為を行わない。また、協力会社の輸送の

安全の向上に協力するよう努める。 



3 安全宣言 １．運行業務において、安全を最優先します。 

２．継続的に安全性の向上に努めます。 

３．関係法令および安全に関する社内規則を遵守します。 

4 輸送の安全に関する目標 

およびその達成状況 

※過失割合の低い事故や自損事故

も含む 

【交通事故削減目標/交通事故発生率】 

2021 年度（2021 年 4 月～2022 年 3 月）の目標および達成状況 

部署 目標 実績 

東日本ロジスティクス部 8.3％以下 15.2% 

西日本ロジスティクス部 8.4%以下 10.8％ 

引越移転営業部 0％ 12.5％ 

合計 8.4%以下 12.9% 

2022 年度（2022 年 4 月～2023 年 3 月）の目標 

部署 目標 

全拠点 10%以下 
 

5 自動車事故報告規則に規定

する事故に関する統計 

2021 年度実績：0 件 

6 
輸送の安全にかかわる情報

公開 
2021 年度は、行政処分を受けておりません。 

7 安全管理規程 安全管理規程（別紙） 

8 輸送の安全のために講じた

措置および講じようとする

措置 

１．2021 年度取組実績 

・デジタルタコグラフ、ドライブレコーダー47 台導入 

・安全装置装着車両 47 台導入 

・モービルアイ 25 台導入 

・安全ミーティングの実施（年６回） 

・安全統括管理者および安全管理責任者による、事業所への定期訪問 

・AI ドライブレコーダーの試験導入（5 台） 

・ドライブレコーダーによる事故分析 

・全運転者に SAS 検査実施 

２．2022 年度取組内容 

・デジタルタコグラフ、ドライブレコーダー56 台導入予定 

・安全装置装着車両 60 台導入予定 

※更なる安全装置充実車両含む（対歩行者を含めた被害軽減ブレー

キ、後退時衝突抑制装置、等） 



・安全教育専用車両の導入（大規模拠点対象） 

・安全ミーティングの実施（年 6 回） 

・AI ドライブレコーダーの導入拡大 

・安全統括管理者および安全管理責任者による、事業所への定期訪問 

・安全指導員の増員 

・ドライブレコーダーによる事故分析およびヒヤリハット情報収集 

9 輸送の安全に関する組織 

体制および指揮命令系統 

安全管理規程の安全管理組織図に定めております。 

10 輸送の安全に関する教育 

および研修の実施状況 

１．2021 年度 教育、研修実績 

・入社時研修、初任運転者研修（座学・実地）：88 名 

・安全指導員による初任、事故惹起運転者への添乗指導教育：51 名 

２．2022 年度 研修計画 

・入社時研修、初任運転者研修（座学・実地） 

・安全指導員制度による初任運転者、事故惹起者の添乗教育の推進 

・安全委員会分科会の設置 

11 輸送の安全にかかわる内部

監査結果および措置内容 

１．2021 年度 監査実績 

事業所等に対し、運行管理面も含めた内部監査を年１回実施しました。 

⇒指摘事項については、改善しました。 

２．2022 年度 監査計画 

・内部監査員により、１年に１回内部監査を実施します。 

・安全統括管理者が輸送の安全の確保にかかわる監査を指示した場合

は、５営業日以内に緊急内部監査を実施します。 

12 安全統括管理者にかかわる

情報 

安全統括管理者：執行役員 種村 美久 

選任日：2022 年 6 月 1 日 

 


